
人口ピラミットで見る鳥取県人口構成の変化

世界主要国の人口ピラミット（2005年）

　鳥取県の人口構成の変化を大正９年の第１回国勢調査結果と平成１７年国勢調査結果
を比較すると、０歳～１４歳の年少人口構成が大きく減少していることがわかります。
世界主要国の人口ピラミットとも比較してみてください。

注）「TFR」＝「合計特殊出生率」。１５歳から４９歳までの女性の年齢別出
生率を合計した値です。
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イタリア

（男） TFR＝1.32 （女）
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アメリカ

（男） TFR＝2.04 （女）
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大正９年
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平成１７年
（2005年）

（男） TFR＝1.47 （女）
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日本

（男） TFR＝1.26 （女）
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